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令和７年度 第１回掛川市立三笠幼稚園のあり方検討委員会 

会議録（要旨） 

 

日時：令和７年 12 月 17 日（水） 午後７時～午後９時８分 

場所：掛川市立三笠幼稚園 １階遊戯室 

 

出席委員：13 名  欠席委員：１名 

 

１ 開  会 

２ あいさつ 

３ 委員の委嘱 

４ 委員・事務局紹介 

５ 委員長・副委員長選任 

６ 委員長・副委員長あいさつ 

７ 報告事項 

(1) 掛川市立三笠幼稚園のあり方検討委員会について 

(2) 三笠幼稚園の今後のあり方検討について 

８ 協議事項 

(1) 三笠幼稚園のあり方検討について（意見交換） 

委員長）本日の委員会では、具体的な議論ではなく、報告事項を踏まえての感想や御

意見を伺うこととする。 

 

【委員からの主な意見】 

○地域・保護者の声、園や地域活性化への期待 

・園の廃止は市街地への人口流出の懸念がある。廃止は避けたい。 

・工業団地完成後の人口増加を期待しているが、短期的な効果は不透明。 

・保護者が園に訪れる機会を増やし、地域に開かれた施設とする取り組みが重要。 

・子どもが育ち、親が育ち、育った親が地域のまちづくりの担い手になることを期

待。 

・「子育ては大変だけど楽しい」「子育てはみんなでするもの」という考えを発信

できるとよい。 

○財政状況と施設の利用 

・厳しい財政状況を踏まえ、財源確保や具体策を検討すべき。 

・公共施設再配置計画があるが、避難所としての役割を考慮し、市民の命を守るこ

とを優先すべき。 

・保育室の一部を地域利用に転用するなど、多用途活用を検討。 

○少子化対策と地域の変化 

・少子化対策として婚活支援や若い世代が住みやすい環境整備が必要。 

・工業団地完成後の人口流入を見据えた長期的な計画が求められる。 
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○幼稚園の現状と課題 

 ・幼稚園ニーズが減少している現状では、幼稚園としての継続は難しいと考える。 

  こども園という形での存続を望む。 

・幼稚園利用率が低下し、保護者ニーズとの乖離（利用時間・長期休業対応など）

がある。 

・三笠幼稚園は比較的新しい施設で魅力的な環境だが、入園児数の減少が深刻。 

・子どもが集団の中で育っていくためには、一定の規模が必要。集団教育の重要性

を考慮すると、次年度は適切な規模の集団形成が難しい状況。 

・こども園化は選択肢の一つだが、入園児数確保や他園との競合が懸念される。 

○教育環境の視点 

・子どもは一定規模の集団で非認知能力を育むため、人数が少なすぎる環境は不利

になる場合がある。 

・親の利便性だけでなく、子どもにとって最適な環境を優先すべき。 

・親の視点で良いと感じる教育環境が、子どもにとって良い環境であるとは必ずし

も言えない。 

○過去の統廃合の経緯 

・平成８年度の市内の園の統廃合時の対応を参考にし、今後の方向性を検討。 

 

【事務局の見解・回答】 

○現状分析 

・地域の２歳児の大半が保育施設を利用しており、幼稚園ニーズが低下。 

・認定こども園は利用の柔軟性から選ばれやすい。 

○集団教育の重要性 

・少人数化により丁寧な支援を望む声がある一方、集団教育の利点を重視。 

・三笠幼稚園の３歳児は来年度 10人未満（見込）で、今後を見据えたとき、適切で

あるか検討が必要。 

○その他 

・単純なこども園化は他園との競合が懸念され、現実的ではない。 

・財政状況が厳しい中、子どもに最善の環境を提供する方法を検討したい。 

・少子化対策としては、結婚支援や住みやすい環境づくりが必要。掛川市こども計

画に掲げる年間の出生数 700 人維持の目標は厳しい状況だが、子育てしやすいま

ちづくりを進める必要がある。 

 

９ その他 

第２回検討委員会は令和８年２月を予定（日程調整中） 

 

10 閉  会 


